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くずし字とは︖

 楷書、⾏書、草書、隷書、篆書 ⇒ くずし字は草書体で書かれた文字

⽣活の中でくずし字が⾒られるもの
 掛軸
 お店の看板（「⽣そば」）、箸袋（「おてもと」）
 美術館博物館に展⽰される古文書史料

古文書を読むことで得られること
 今まで解明されていなかった歴史がわかる
 昔の人の⽣活を知ることができる



古文書（こもんじょ）とは︖

 「古い文書」のこと
 （狭義）差出人・受取人・用件・⽇付などの要素を備えた文書（特定の対象に
伝達する意志を持って書かれたもの）
※⽇記・記録・著述（文学作品）・編纂物…＝古記録≠古文書

 （広義）特に近世（江⼾時代）以前に書かれた文書

◎古文書を読む上で必要なもの
 文字の知識
 背景となる時代の知識
 想像⼒ （まるで謎解き、パズル）



なぜくずし字は難しい︖

 文字がつながって書かれていて、普段⾒慣れている字の形（楷書）と違うから
 使われている⾔葉や⾔い回しが現在では⾒聞きしないから ➡文語調
 句読点がなく、文章の切れ⽬がわからないから
 ひらがなが現在使われているものと違うから ➡変体仮名
 使わない漢字が出てくるから ➡ 旧字体・異体字

今も昔も同じ⽇本語には違いないのに、なかなか簡単には読めない…

新しく外国語を学ぶ気持ちで挑戦してみる☝



どうすればくずし字を読めるようにな
る︖
 誰でも最初は初心者。➡いかに文字に触れるか、⽬を慣れさせるか
 書き手の筆跡によって非常に解読困難なものがある

➡同じ書き手のものは読んでいる内に徐々に⽬が慣れていく
（使われる⾔葉にも慣れていくため、文脈から推測ができるようになる）

 わからない文字は⾒る⾓度を変えたり、引いて⾒てみる。⼀旦⾶ばして後で戻
る（同じ字は再び出てくることが多い）

 くずし字辞典を引いてみる（引き方は次回漢字編で）



くずし字を読めるようになるコツ

①変体仮名を覚える
②独特のくずしをする字を形で覚える
③頻出する文字・⾔い回しを覚える

 偏やつくりなどから文字を組み⽴てていく
 前後の文脈から可能性のある文字を推測する
（人名、地名、数字、助詞、動詞、送り仮名…）

 筆者の多少の字癖やパターンはいくつかあるものの、それぞれの文字のくずし
方には⼀定の決まりがある。
＝くずし字辞典でその文字を引くと、類例の中に同じくずし方をしているもの

がたいていある。



変体仮名とは︖

 ひらがなは漢字が基となって作られた。漢字をくずしたもの。
あ＝安 い＝以 う＝宇 え＝江 お＝於

 現在は⼀つの音につき⼀つの文字が充てられている（明治33年 ⼩学校令施⾏
規則）が、それ以前は⼀つの音にいくつもの漢字が使われていた。
（例）あ＝安・阿 い＝以・伊 う＝宇・有 え＝江・衣・盈 お＝於

 ひらがなは、美的効果や美術作品としての表現方法として、⼀つの文章の中で
複数の字体や字⺟（基となる漢字）が使用された。



変体仮名を覚える あ⾏

c



変体仮名を覚える か⾏



変体仮名を覚える さ⾏



変体仮名を覚える た⾏



変体仮名を覚える な⾏



変体仮名を覚える は⾏



変体仮名を覚える ま⾏



変体仮名を覚える や⾏



変体仮名を覚える ら⾏



変体仮名を覚える わ⾏



本⽇のテキスト
⽵取物語絵巻（⾼島藩主諏訪家資料）
 江⼾時代中期（元禄年間 1688〜1703）の作と⾒られる
 全国に３０本ほど確認されている。
 全３巻（上・中・下）
 文化12（1815）年に第８代藩主諏訪忠恕（ただみち）に嫁いだ
烈姫の嫁⼊り道具と⾒られる。(「清昌院様御残置御道具帳」)

 烈姫の⽗は幕府⽼中・松平定信（寛政の改⾰）
 諏訪家には烈姫の嫁⼊り道具と⾒られるものが、
このほかにも源氏物語、伊勢物語（巻子・かるた）、
雛人形（市指定文化財「清昌院の雛人形」）などもある。



⽵取物語絵巻（⾼島藩主諏訪家資料）

 絵と詞書きがセットになって⼀つの段落を構成（絵は各巻に５枚、全１５枚）
 奈良絵本（公家や武家の婦⼥子のために作られたもの）ならではの濃い⾊使い
で描かれ、詞書の料紙には⾦泥で草⽊が描かれており、非常に豪華な仕上がり。
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